
円

円

円

円

円

円

円

円

残高

【提出書類】

【チェック項目】

指定金融機関からの借入金残高の合計が総借入残高の10％以上

前年同期に対して指定金融機関からの借入金残高が10％以上の減少

前年同期に対して金融機関からの総借入金残高が減少

（2部必須）

※吉田町　任意様式

申請書 指定金融機関の
残高証明書

指定金融機関以外の
残高証明書 財務諸表 借入証明書

項　　　　　　目

年　　　月　　　日　　

Ａ/Ｂ

(D-C）/D×100

(F-E）/F×100

％

％

円

％

円指定金融機関　計

（ア）
直近

（イ）
前年
同期

①

②

③

⑤

円

④

残高 残高

円

円

⑩ ⑩円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

前年同期の金融機関総借入　計

部数を

記入→

A

B

C

D

⑧ ⑧

⑥

⑦ ⑦

⑤ ⑤

④

②

円

（ウ）
直近

残高

⑤

←

←

（ア）の場合

（ア）+（ウ）を記入

（ア）+（ウ）

⑨ ⑨

⑥

（エ）
前年
同期

②

③ ③

円

① ①

指定金融機関以外の金融機関名

（イ）+（エ）

円

円

円

円

（ア）または（イ）

（ア）+（ウ）または（イ）+（エ）

（ア）

（イ）

担当者名

金融機関名
（※支店の場合は支店名まで）

前年同期日

申請者名

（イ）の場合

（イ）+（エ）を記入

直近の日

円

円

E

F

指定金融機関　計

金融機関総借入　計

直近の指定金融機関　計

前年同期の指定金融機関　計

直近の金融機関総借入　計

指定金融機関名

指定金融機関　計

④

①

②

③

④

円

円

円

円

円

円

円

円

セーフティネット保証７号　認定申請チェックシート

その他（部数）

※　太線内を記入してください

指定金融機関以外の金融機関　計

年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

指定金融機関以外の金融機関名

指定金融機関以外の金融機関　計

指定金融機関名



700,000 円

500,000 円 600,000 円

担当者名 ○○　□□

1,000,000 円 2,000,000 円

円 円

（ア）の場合 （イ）の場合

○○○○○○

2,000,000 円

円

直近の日 ａ年ｂ月ｃ日 申請者名 吉田　太郎  

前年同期日 ａ-1年ｂ月ｃ日

金融機関名
（※支店の場合は支店名まで）

◆◆◆◆◆

※　太線内を記入してください

E 直近の金融機関総借入　計 （ア）+（ウ） 2,100,000 円

F 前年同期の金融機関総借入　計 （イ）+（エ） 3,500,000 円

C 直近の指定金融機関　計 （ア） 1,000,000 円

D 前年同期の指定金融機関　計 （イ） 2,000,000 円

B 金融機関総借入　計 （ア）+（ウ）または（イ）+（エ） 2,100,000 円 ← （ア）+（ウ）を記入 （イ）+（エ）を記入

A 指定金融機関　計 （ア）または（イ） 1,000,000 円 ←

指定金融機関以外の金融機関　計 1,100,000 円 指定金融機関以外の金融機関　計 1,500,000 円

⑩ ⑩円 円

⑨ ⑨円 円

⑧ ⑧円 円

⑦ ⑦円 円

⑥ ⑥円 円

⑤ ⑤円 円

④ ④円 円

（ウ）
直近

指定金融機関以外の金融機関名 残高

（エ）
前年
同期

指定金融機関以外の金融機関名 残高

① ○○銀行 ①

③ □□農協 ③ □□農協100,000 円 200,000 円

○○銀行

② △△信用金庫 ② △△信用金庫

500,000 円

② ②

⑤ ⑤円 円

円

1,000,000 円 指定金融機関　計

③ ③円

残高

① ○○○○○○ ①

前年同期に対して指定金融機関からの借入金残高が10％以上の減少 (D-C）/D×100 50.00 ％

前年同期に対して金融機関からの総借入金残高が減少 (F-E）/F×100 40.00 ％

（ア）
直近

指定金融機関名 残高

（イ）
前年
同期

指定金融機関名

④ ④円

指定金融機関　計

【チェック項目】

項　　　　　　目

指定金融機関からの借入金残高の合計が総借入残高の10％以上 Ａ/Ｂ 47.61 ％

（2部必須）

部数を

記入→ ２部 ２部 ６部

※吉田町　任意様式 平成○○年○○月○○日　　

セーフティネット保証７号　認定申請チェックシート

【提出書類】

申請書 指定金金融機関の
残高証明書

指定金金融機関以外
の残高証明書 財務諸表 借入証明書 その他（部数）

申請書の日付と同

・申請書は必ず2部必要

・残高証明書は、直近と前年

同期がそれぞれ必要

→１金融機関あたり２部

申請書の１～３と突合

（小数点第2位で切捨）

指定金融機関

直近の残高を記載
指定金融機関

前年同期の残高を記載

指定金融機関以外

直近の残高を記載
指定金融機関以外

前年同期の残高を記載

ここのアルファベットは

申請書と突合させる

残高証明書の日付を記載

記載例

該当するいずれかに

○を付けてください


